
四
十
六

関
西
国
際
空
港
連
絡
橋
（
一
般
国
道
四
百
八
十
一
号
の
う
ち
泉
佐
野
市
泉
州
空
港
北
か
ら
同
市
り
ん

く
う
往
来
北
ま
で
の
区
間
の
道
路
を
い
う
。）

三
十
五

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
（
一
般
国
道
一
号
の
う
ち
沼
津
市
岡
宮
字
上
松
沢
か
ら
三
島
市
塚
原
新
田
字

舟
ヶ
久
保
ま
で
の
区
間
の
道
路
を
い
う
。）

五

黒
松
内
新
道
（
一
般
国
道
五
号
の
う
ち
北
海
道
寿
都
郡
黒
松
内
町
字
東
川
か
ら
同
町
字
白
井
川
ま
で

の
区
間
の
道
路
を
い
う
。）

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

四
十
六

関
西
国
際
空
港
連
絡
橋
（
一
般
国
道
四
百
八
十
一
号
の
う
ち
泉
佐
野
市
泉
州
空
港
北
か
ら
同
市
り
ん

く
う
往
来
北
ま
で
の
区
間
の
道
路
を
い
う
。）

三
十
五

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
（
一
般
国
道
一
号
の
う
ち
沼
津
市
岡
宮
字
上
松
沢
か
ら
三
島
市
塚
原
新
田
字

舟
ヶ
久
保
ま
で
の
区
間
の
道
路
を
い
う
。）

五

黒
松
内
新
道
（
一
般
国
道
五
号
の
う
ち
北
海
道
寿
都
郡
黒
松
内
町
字
東
川
か
ら
同
町
字
白
井
川
ま
で

の
区
間
の
道
路
を
い
う
。）

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第�Ÿ号)官 報

別
表
一
中
第
四
十
二
号
を
第
四
十
四
号
と
し
、
第
三
十
五
号
か
ら
第
四
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表

第
三
十
四
号
中
「
東
志
摩
」
を
「
広
見
字
昭
和
新
田
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
三
十
六
号
と
し
、
同
表
中
第
三
十
三

号
を
第
三
十
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

別
表
一
第
三
十
二
号
中
「
大
野
字
江
渕
」
を
「
稲
積
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
三
十
三
号
と
し
、
同
表
中
第
二
十

八
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
第
二
十
七
号
中
「
牛
久
市
桂
町
字
ナ
ギ
山
」
を
「
稲
敷
市

沼
田
字
自
穢
ヶ
前
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
二
十
八
号
と
し
、
同
表
中
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
下
げ
、
同
表
第
十
八
号
中
「
一
般
国
道
十
六
号
の
う
ち
、」を
「
一
般
国
道
十
六
号
の
う
ち
」
に
、「
佐
原
」を「
馬

堀
海
岸
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
九
号
と
し
、
同
表
第
十
七
号
中
「
ひ
た
ち
な
か
市
阿
宇
ヶ
浦
」を「
同
市
阿
宇
ヶ

浦
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
八
号
と
し
、
同
表
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
同
表
第
十
五
号
中
「
玉
川
村
大

字
吉
」
を
「
石
川
町
大
字
母
畑
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
六
号
と
し
、
同
表
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第

十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
同
表
第
十
二
号
中
「
石
巻
市
桃
生
町
倉
埣
字
新
道
の
沢
」
を
「
登
米
市
中
田
町
浅
水
字
新

十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
三
号
と
し
、
同
表
中
第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

別
表
第
一
中
第
四
十
二
号
を
第
四
十
四
号
と
し
、
第
三
十
五
号
か
ら
第
四
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同

表
第
三
十
四
号
中
「
東
志
摩
」
を
「
広
見
字
昭
和
新
田
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
三
十
六
号
と
し
、
同
表
中
第
三
十

三
号
を
第
三
十
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

別
表
第
一
第
三
十
二
号
中
「
大
野
字
江
渕
」
を
「
稲
積
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
三
十
三
号
と
し
、
同
表
中
第
二

十
八
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
第
二
十
七
号
中
「
牛
久
市
桂
町
字
ナ
ギ
山
」
を
「
稲
敷

市
沼
田
字
自
穢
ヶ
前
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
二
十
八
号
と
し
、
同
表
中
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
第
十
八
号
中
「
一
般
国
道
十
六
号
の
う
ち
、」
を
「
一
般
国
道
十
六
号
の
う
ち
」
に
、「
佐
原
」

を
「
馬
堀
海
岸
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
九
号
と
し
、
同
表
第
十
七
号
中
「
ひ
た
ち
な
か
市
阿
宇
ヶ
浦
」
を
「
同

市
阿
宇
ヶ
浦
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
八
号
と
し
、
同
表
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、同
表
第
十
五
号
中「
玉

川
村
大
字
吉
」
を
「
石
川
町
大
字
母
畑
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
六
号
と
し
、
同
表
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と

し
、
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
同
表
第
十
二
号
中
「
石
巻
市
桃
生
町
倉
埣
字
新
道
の
沢
」
を
「
登
米
市
中
田
町
浅

水
字
新
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
三
号
と
し
、
同
表
中
第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
九
十
一
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
十
九
条
の
六
第

一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
七
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

別
表
一
中
第
七
十
二
号
を
第
七
十
四
号
と
し
、
第
六
十
四
号
か
ら
第
七
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表

第
六
十
三
号
中
「
田
浦
」
を
「
大
字
花
岡
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
六
十
五
号
と
し
、
同
表
中
第
五
十
一
号
か
ら
第

六
十
二
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
十
号
を
削
り
、
第
四
十
九
号
を
第
五
十
二
号
と
し
、
第
四
十
四
号
か
ら

第
四
十
八
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
十
三
号
を
第
四
十
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
九
十
二
号

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
附
則
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
六
十
三
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

別
表
第
一
中
第
七
十
二
号
を
第
七
十
四
号
と
し
、
第
六
十
四
号
か
ら
第
七
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同

表
第
六
十
三
号
中
「
田
浦
」
を
「
大
字
花
岡
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
六
十
五
号
と
し
、
同
表
中
第
五
十
一
号
か
ら

第
六
十
二
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
十
号
を
削
り
、
第
四
十
九
号
を
第
五
十
二
号
と
し
、
第
四
十
四
号
か

ら
第
四
十
八
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
十
三
号
を
第
四
十
五
号
と
し
、同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
二
十
六
号

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成

十
一
年
総
理
府
令
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
第
四
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法

施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
環
境

大
臣
が
定
め
る
方
法
（
平
成
十
七
年
九
月
環
境
省
告
示
第

九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

第
１
の
１
中「

ホ
タ
ル
ル
シ
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
遺
伝
子
の
上

流
域
に
４
個
の
」

を「
レ
ポ
ー
タ
ー
遺
伝
子
と
し
て
ホ
タ

ル
の
ル
シ
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
遺
伝
子
を
用
い
、そ
の
上
流
域
に
」

に
、

「
含
む
」

を「
４
個
持
つ
マ
ウ
ス
の
」

に
、

「
持
つ
」

を

「
配
置
し
た
」

に
、

「
マ
ウ
ス
肝
ガ
ン
細
胞

H
e
p
a
1
c
1
c
7」

を「
マ
ウ
ス
肝
が
ん
細
胞
由
来

H
e
p
a
`
1
c
1
c
7」

に
改
め

る
。

第
１
の
２
中「

３
個
の
生
体
異
物
応
答
配
列
Ｘ
Ｒ
Ｅ
を

含
む
人
」

を「
レ
ポ
ー
タ
ー
遺
伝
子
と
し
て
ホ
タ
ル
の
ル

シ
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
遺
伝
子
を
用
い
、
そ
の
上
流
域
に
生
体
異

物
応
答
配
列
Ｘ
Ｒ
Ｅ
を
３
個
持
つ
ヒ
ト
」

に
、

「
に
ホ
タ
ル

の
ル
シ
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
遺
伝
子
と
融
合
し
た
５
’隣
接
配
列

が
安
定
的
に
統
合
さ
れ
た
」

を「
を
配
置
し
た
」

に
、

「
人

肝
細
胞
由
来

H
e
p
G
2」

を「
ヒ
ト
肝
が
ん
細
胞
由
来

H
e
p
G
2」

に
改
め
る
。

第
１
の
３
中「

ラ
ッ
ト
グ
ル
タ
チ
オ
ン
Ｓ
`
ト
ラ
ン
ス

フ
ェ
ラ
ー
ゼ

Y
aサ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
遺
伝
子
の
転
写
調
節
領

域
に
あ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
応
答
配
列
Ｘ
Ｒ
Ｅ
を
プ
ラ
ス
ミ

ド
p
G
L
3の
ホ
タ
ル
の
ル
シ
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
遺
伝
子
上
流
域

に
含
む
」

を「
レ
ポ
ー
タ
ー
遺
伝
子
と
し
て
ホ
タ
ル
の
ル

シ
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
遺
伝
子
を
用
い
、
そ
の
上
流
域
に
生
体
異

物
応
答
配
列
Ｘ
Ｒ
Ｅ
を
５
個
配
置
し
た
」

に
、

「
マ
ウ
ス
肝

由
来

H
e
p
a
`
１
細
胞
」

を「
マ
ウ
ス
肝
が
ん
細
胞
由
来

H
e
p
a
`
1
c
1
c
7」

に
改
め
る
。
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